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職場体験（2年生）   働くことの意義を学んだ3日間   

７月９～１１日の３日間、２年生が職場体験を行いました。職場体験は「働くことの意義」を学び、「働くとは

どういうことか」「自分にどんな力が必要なのか」などを体感的に理解する機会です。また、普段の学校で

は学ぶことができない、働くことの魅力や厳しさを知る貴重な学習でもあります。 

２年生は、職場体験に向けて総合的な学習の時間等を利用して事前学習を行ってきました。社会人とし

ての基本的なマナーや態度など、まだまだ足りない面が多かったと思いますが、各職場の皆様の温かいご

指導の中で、生徒たちは３日間の中で大きく成長することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３２人の生徒が、３日間という長い職場体験ができるのは、各職場の皆様のご理解ご協力があったから

で、決して当たり前のことではありません。お忙しい中、お時間を割いていただき心から感謝申し上げます。２

年生は、今回の職場体験で学んだ「働くことの意義」を、将来設計（キャリアプランニング）に生かしていって

ほしいと思います。また、保護者の皆様も、ご家庭でのご指導や準備、送迎などへのご協力ありがとうござい

ました。 

～ご協力いただいた職場～  ３日間ありがとうございました 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 甲斐市立竜王中学校 学校だより 

○２－１古谷堅成（丸十平林製パン） 

朝早くから立ちっぱなしで大変で、パンを作ると

きもたくさんのコツがあって難しかった。でも、つくっ

たレモンパンを食べたらとても美味しかった。仕事

はどんなにキツくても、やっていかなきゃいけないこ

ともあるんだという事を学んだ。これからは、自分も

コツコツと続けていく力を身につけていきたい。 

 

 

 

○２－４鍵政真奈実（たまご村） 

最初はとても緊張したけど、スタッフの方が優しく

丁寧に教えてくれたので安心できた。たまごをパッ

クに詰め替える作業は楽しかった。接客だけだと思

ったら、裏ではチラシづくりや掃除など、たくさんの

仕事があって驚いた。これからは、もっとコミュニケ

ーション能力を身に付けて将来に役立てたいです。 

 

 

 

職場体験を終えて（感想） 

あおばこども園・しらゆり看護多機能居宅支援事務所・一心堂鍼灸接骨院・湯ートピア・丸十平林製パン・めぐみ荘デイサー

ビスセンター・ＭＹＡ敷島店・ビバペッツディアフレンズ・きららベーカリー・社会福祉法人ぎんが福祉会・赤坂とまと・竜王東保

育園・老人ホームあやめの里・社会福祉法人ホープ会・無印良品フォレストモール・シャトレーゼ フォレストモール甲斐竜王・

満足屋 甲府昭和本店・東京インテリア甲府店・双葉デイサービスセンター・デイサービスセンター福福・（有）コア・ユニクロ

ラザウォーク甲斐双葉店・ダイトースターレーン・にじいろ kids にしやはた・特別養護老人ホームゆめみどり・(株）オギノリバ

ーシティショッピングセンター・ＧＵイオンモール甲府昭和店・いちやまマート竜王アルプス通り店・ユニクロ甲斐アルプス通り

店・戸島造園・ＭＹＡ竜王店・シェフドフランス・フルーツカフェアニーズ・敷島図書館・amuleto・美容室ｇｇ・黒富士農場/たま

ご村・玉幡保育園・かおり幼稚園・甲斐ひよこ保育園・株式会社アマノパークス竜王店・JA 中巨摩東部農協榎給油所     

他にもご家庭等でご協力頂いた職場もあります  （順不同・敬称略・一部略称） 

 



全校合唱「ケサラ」の練習  縦割りブロック 

  ６月の前期生徒総会で縦割りブロック（赤青黄緑の４色）が決まりました。本部からは２・３年生４クラスに

対し１年生が３クラスであることから、赤青の２色とする案が出されましたが、多くの意見をもとに検討を重

ねた結果、下のように４色で縦割りブロックをつくることになりました。早速、ブロックごとに全校合唱「ケサラ」

の音取り練習が始まりました。これからも翔龍祭や合唱祭、あいさつ活動などを縦割りで取り組む予定です。 
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縦割り活動は、異学年同士が協力し合う活動を通して、社会性を身につけ相互協力やコミュニケーション

の重要性を学び、お互いを尊重する力を養います。また上級生が下級生に教え指導することで、教えること

や教わることの喜びを共有し、リーダーシップの重要性も学ぶ重要な教育活動です。学校教育は、読み書き

や計算力が注目されがちですが、こうした活動を通して、多様なスキルや価値観を培い、社会で活躍するた

めの基盤を築いています。 
 

授業の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

令和時代の「授業の変化」 学校の不易流行 

 

 

 

 

３年生 夏休み前のこの時期は、期末テストが終わりホッと一息つく頃ですが、さすが３年生は良く集中

して授業に取り組んでいます。英語では ALT ポール先生のネイティブな発音を生かした授業を行ってい

ました。理科の授業では復習問題に取り組み、社会ではタブレットを活用して一人ひとりが課題に集中し

て取り組んでいました。また体育では、女子はプール、男子は体育館で楽しそうにバドミントンの試合をし

ていました。３年生は夏休み中も学習に取り組むと思いますが、目標に向かって計画的に頑張ってほしい

と思います。 

 

 

 

英語 ALT の先生との授業 理科 復習問題(生物) 社会 公民（課題学習） 体育 バドミントン 

いま、学校の授業は大きな変革期にあります。一昔前の授業は、教師がチ

ョークで板書し、生徒は黙ってノートに向かう姿が多く見られ、知識を身に付

けることに重きがおかれている面がありました。しかし現在の授業は、予測困

難な未来を生き抜くために必要な「思考力・判断力・表現力」を子ども達に

育むため、これまでの講義スタイルからの脱却が図られています。生徒はタブ

レット端末を片手に、自ら計画的協働的に学習課題に取り組み、教師は一方

的な説明はせず、必要に応じて助言するスタイルが増えていて、一見すると

「自習の時間」のように見えてしまうかもしれません。 

「不易流行」という言葉がありますが、学校教育には変わってはいけない

ものと、時代のニーズに合わせて変わるべきものがあります。学校開放日な

どを通じて、保護者の皆様にも授業の変化をご覧いただければと思います。 

 

 


